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祈りの原則 ④

[]祈 りに関する学び全体のテーマ

]…  ネ斤りσ)坊〔則」

2.祈 りの 3つのタイブ (個 人的な祈り、集会での公けの祈り、終末論的な祈 り)

3.|「 1約聖書の I11の 析り

4.新 約二|:書′)||り )祈 り

5.祈 りの条件 (祈る主体である信者が持つべき条件 )

6.祈 りの構成 と内容 (父 なる神に、イエスの御名を通 し、聖霊の助けにより祈る)

7.祈 りのルーール

8.  り「りσ)F者 |111是百

|]1祈 りの原則 |の アウトライン

1.祈 りとは

2.祈 りを象徴するもの

3.祈 る理 |||と 目的

4.祈 りのすすめ

5.祈 りの約束

6.祈 りのアウ トライン

7.祈 る場所
8. ネ斤る日寺

9.祈 るときの姿勢
10.祈 りの力と結果

□祈りのアウ トライン

信者はどのようlr祈ればよいので しようかc

それを教えるため |『 イエスが語った 1・ 所ヽは、マタイ 6:7～ 13と ノレカ 11:1～ 4です.=_

の中で、マタイ 6:9～ 13は 、
「
主の祈
´
り」と呼ばれる部分ですこ伝統的に多くの教会にお

いて、毎週の社拝の中で、 _上 の祈 り」がそのまま唱えられます。

しか し、この筒所では、信者が何を折るべきか、祈 りの内容のカテゴリーを教えるため

|「 語られています三それを、式文のように唱ぇる[と は、本来の |1的から逸れて し員いま

す。そればかりか、イエスが禁じたことである 1同 じJ_と ばを、ただくり返 してはいけま

せん」 (マ タイ 6:7)|『 当ては たつて しまいます .

では、
「
liの折 り|の簡所を詳 しく見てみま t´ ょう̀
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1.祈 りのアウ トラインについて教える聖書簡所 2つ

(1)ヽ′タイ 6:7´ 1ヽ3

(2)ル カ 11:1～ 4

2.こ の 2つの型書筒所からわかる原則・・・定型的な式文を唱えるのは、祈 りではない

(1)マタイ6:9「こう」囲フートウ このような仕方で
① 9節から 13節にかけての「祈り」は、あらかじめ準備された定型的な祈りの

式文ではない。そのような式文は、7節では次のように禁じられている。

「同じことばを、ただくり返してはいけません」

② 9節では、「こ―二生祈りなさい」ではなく、「=こ う祈りなさい」・・・ロフー ト

ゥ このような仕方で祈りなさい、と、イエスは言った。

③ 9節から 13節にかけての「祈り|は、ひとつの模範的な祈りのパターヽンであ

る。これによつて、祈りのアウトラインを教えるものであるc

① イエスは、この「祈り」を信者たちが 一言一句同じことばで繰り返し唱える

ために教えたのではないことは、7節の禁止、また 9節の「こう祈りなさい」

という命令に照らして明らかである。

(2)ル カ 11:1 「私たらlt「 も祈りを教えてください _|

,直訳 「教えてください、私たちに、祈ることを」・・・ 1祈 り|と 訳されている

箇所は、名言司ではなく、動詞であるcI式文のような祈 りを教えてください1では

なく、【祈るという行為をどのようIJし たらよいのか、それを教えてほしい1と 、

弟子たちはイエス|「願つた.

0 当時のユダヤ教の折りは、式文のように、あらかじめ書かれていたⅢ

o ィェスの弟 rた ち |,、 そげ)kう なあらかじめ ;1.|:かれた、多くの析りを読む F_

とができたし、 それらの折りの111か ら、 どυ).Iう な1時 |「 どれを引用して祈り

のごとばとするのか、そのことも、よくわきまえていた_.

C)し かし弟子たちがイエスのそば近くで、イエスの祈り方を見ていると、イエ

スはあらかじめ書かれた祈りを唱えていたのではなかった。イエスは、その

時その|1与 に、ネ中と語るようlrし て、祈っている_弟 千たちは、そのような祈

りを 1ン た Iと がなかったし、どのようit「 析ればよいのか 1)わからなかった.

CIそ 二で彼らは、イエスにどのように祈ればよいのか、教クを求めたのである_
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CI もし、ルカ 11:2～ 4の 折りが、そのまま1嘱えるべき1)の として教えられたの

であれば、弟イたちはそ うしたはずである.と よろが、その後の記録である
「
使徒の働き |の記事の中では、 ‐度 と l´ て祈られていない.イtt徒 の働きも

呂:者 |まルカでル)る  ソレカ |ま 、フレカの福 |十 書を 「前の ill l レ1呼び、その続編と

して 1使 徒のイ動き | を書いた (使徒 1:1～ 2)..

0 また、使徒たちが書いた書簡 (ベテロやヨハネ、そしてバウロなど|〔 よ′〔吉
簡)の 中でも、一度も析られていない.それらの記事の中には多くの祈りが

記録されているが、マタイ 6i9～ 13やルカ 11:2～ 4の 「祈り_|をそのまま

唱えている祈りは、 つ́ 1)ない_
〔)以 11の ■とから、初代教会の信者たちは主の祈りを定型的に唱えることはじ
ていなかった、という

=_と
がわかる_

3.こ の 2つの型書筒所からわかる、願い求めるべき内容

(])イ エスは、″i[り |プ )~/ウ トラインを教える中で、(言者が祈りの ||]で願い求めるべき

J となf6/D挙 |ガ
~〔
いる_

(2)そ のう螂3つは、神、そ して神の栄光に関寸るもの。

(3)そ して 3つは、人、そ して人の必要についてであるし

4. l)l t) D-r tl l-'/ 4 > 6 )(D: ! lltl,',:';[,-C l] r, /li.rf ,-C ll ll

(1)誰 IJ対 して祈るのか 。・・父なる神に対 して、である.そ のとき、信者 |ま どの k

うな立場で祈るのか.1私たちの父よ|と あるように、1言者は祈るときに、
′
常に、

自分ひとりで神の前 IJ立つのではなく、キリス トを頭 とする教会の一員、キリス

トのからだlf属するひとに,と して、神の前に立つのである.そ して、「父よ | と呼

びか |す るとき、 |1分が人の父との交オ)「りを保っ
~〔
いるかを確認・)ろ

`

|こ|| マタイ6:91私たらの父よ、天lrお られる」、|ル カ 11:2「 父よ_|

② 神の御了‐、あるいは聖霊に対して信者が折るべきとする根拠は全くない.す
べての祈りは、父なる神に対して祈らなければならない̀

131′レカ 11:2で は
「
父 klと だけあって、マタイ6:9の ように 1私たちの父よ |

と|:よ ||‐ っ
~ていない. lン か tン 、 フレカ 11:IIヽ 4~で |よ、 `斤 る1則を|11・ )｀ とき|まづノミて

:私たち1 と|:||さ オしている.利千る側は、複数形υ)1私たち」である.

信者は祈るとき、常 IJ自 分ひとりの資格で神の前に立つのではなく、キリ

トを頭 とする教会の ・it、 キリス |ヽ のからだ |こ「属するひとりと [´ て祈る.
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① 祈りを走|:動 させるのは、「私たちの父」への呼びかけである」rtで覚えてお
かねばならないことは、「私たちが父なる神 との交わ りの中にあるならば、私

たちは父なる神に近づくことができる」、ということである。もし父なる神と

の交わ りを持っていないなら、近づくことはできない。

0 「もし神が光の中におられるように、私たちも光の中を歩んでいるなら、

私たちは互いに交わ りを保ち、御子イエスの血はすべての罪から私たち

をきよめます」 (1ヨ ハネ 1:7)

> ネ申の前にありのままの自分を差 し出す、それが光の中を歩むという
こと。清く正 しい行いをしていくことではない。

●  「もし、私たちが自分の罪を言い表すなら、神は真実で正 しい方ですか

ら、その罪を赦 し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます」 (1

ヨハネ 1:9)

> 言い表すとは、ある事柄について同意すること、その通 りです と賛

成すること → 神のことばに同意 し、神が罪 とされることを罪で

あると認め、自分がその罪を犯 したことを神の前に言い表す =神 の

前に祈る

, す ると、神はその罪を赦 し、さらに、すべての悪からその人をきよ

めてくださろ その人が気づいていない罪 1)赦 してくださる

″ Jの赦 しは、救いの′,]kし ではなく、神の家族と [´ ての関係を回復す
るための赦しである(

⑤ 析りの最初に 「私たちの父よ_|と 呼びかけるのは、ただの決まり文句ではな
神の家族としての関係を保つための赦 しを受けているかどうかの確認.

● 私たちは父なる神との間で家族的な (父 と子たちの)関係を持っている.
● それをヘース|「 、

「
たち同 l,(信者同 lr)の間でも家族的な関係にある.

● ごの人明な _つのことを念頭 IJ置 きつつ、「私たちの父よ_|と 呼びかける

とき、祈っている信者のすぐ近く|「 父なる神がおられる.=そ のとき、私

たちは、常的 |「 は、ネ中の御前lrい るのである」

(2)ネ中を1111!ケ |||「|~る  (ネ |||を
~(力

|‖ :ヒ |ま

'川

|「 11又 りう)|す ´́3 r ll、 ネ中をネ|||と [´ てあがめろごと)

(I)―、′タイ 6:9‐ 御名があがめらオlま すよう|:「 、| ルカ 11:2「 御名があがめらオt

ますように「‐

2‐
| 1日約聖 」:では ヤハウェ|を はじめとし〔、神のいろいろなお名前がある_
それらは、すべて神の御性質に由来する=神の御性質は、神が神であられる

ことを意味
‐1る _御名を聖別するとは、神を神としてあがめることである:

こυ)|‖ :υ)1)υ )と い/,し 上|『 し
~で
はオミらフit tヽ .

い 。
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C)折 りのアウトラインの中で、
=_こ
では、私たちが神の御|■質について思いを

巡 らせるところである.

● そ してさら|「 、自分たち自身が神の御性質とどのような関係にあるかに
ついて 1)思いが向か うとき、祈りはさらlf深 まるc

● どのような関係 lfあ るかと,Iう と、 1言者は聖化 IIよ って神のかたらを回

復 していく.そ して被造物でありながら、神の御性質と栄光を、神 とシ

ェアさせていただくようIJ定 められている。

(3)ネ中σ)|=lσ )フ
・
「1ク ラユ、|:′ 1判 t´

~て

① マタイ6:10 御国が末ますようlfiみ f_fろが人で行われるようlr地でも行
われま十ょう|「 1、 ルカ 11:2・ 御IIIが 来 :主 すようlr l

l〔

`:) ,i‐

「り(ノ )III~で 、 「  J‐〔|よ、 ヤ
|11(ノ )卜lμ」,い |1否 1丈1(ノ )||」

~で
|′ t,,1し 、 

′
着:1友 さオ1′ るよ ')lr、

上祈るとJろでル)る _ したがって、その内容は・・・

● 他の人々の救いについて
● イスラエルの民族的救いについて
● 「|:イ エスよ、来てください 1(黙 22:20)― ) 教会の携挙について、
そしてメシアの |+i:臨について

(4)イ固人的な願いに関して

① マタイ 6:11「私たちの日ごとの糧をきょうもお与えください」、ルカ 11:3
「私たちの日ごとのオ、量を毎日お与えください」

② 祈りの中で、ここでは、私たちの日々の必要が満たされるように祈る。(国人
的な必要、とくに日の前の必要について祈る。食費、家賃、住宅ローン、そ

の他、何でも、個人的な支払いに窮することのないように祈る。

(5)罪の赦しに関して

① マタイ 61121~私 たちの負いめをお赦しください。私たちも、私たちに負いめ
のある人たちを赦しました」、ルカ 11:4「私たちの罪をお赦しください。私

たちも私たちに負いめのある者をみな赦します」

② 負いめとは、この箇所では、モーセの律法に照らしての違反に関係する。十

字架以降、モーセの律法は終了したが、新約時代の信者たちはキリストの律

法のもとにある。

③ キリス トの律法のもとでも、信者が罪を犯すと、信者は神に対して、負いめ、

債務を負うことになる.=その債務を支払う方法はひとつである。自分の罪を

神の前に言い表→ことによつてその債務は免除される (Iヨ ハ 1:9)。
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0 この債務免除、罪の赦しは、救いを受けるときの赦 しではないっ神との交わ
りを回復するために信任が受ける赦 し、神の家族の関係を保つための赦 しで

:11)ろ . イ
ーして J(7)方女l´ を受 |ナ るため|「 は、 1)っ ひと/う 条件がある_ それは、

lt11人 を赦
~|~~と ~〔

ある_り 11,弟 を赦・IJと が先lt「 あって、その次lf、 イ中との交

わりをIII復するアリlkし を受けることができる.

0 まとめ :自 分の罪を神の前に言い表すこと、そして、兄弟を赦すこと、■の
_1つを前提にして、信者は自分のすべての罪を赦され、ネ中との交わりを回復

することができる[

(6)霊的な戦いに関して

① マタイ 6:13「私たちを試みに会わせないで、悪からお救いください」、ルカ
11:4「 私たちを試みに会わせないでください」

② 試みに会わせない 。・・マタイ 26:41「誘惑に陥らないように |で使われて
いる用語とほぼ同じc、 誘惑に陥らないとは、誘惑には会うけれど、誘惑に屈

することはない、ということ。

③  l試みに会わせないで1と いう日本語訳では、試練からいつも自分たちを遠

ざけておいてくださいという請願になってしまう。この箇所は、試練や誘惑

に屈する 、との願いである :

① これは、次の二つの願いである
● 一般 li勺 |[´ は・ ・ ・;謀から自

`)た

ちを
′、1:っ てください

● 特 lfは ・・・・・恵 しき者 (悪魔)か ら自分たちを守ってください

⑥ マタイ 26:41「誘惑に陥らないように、日をさまして、祈っていなさい」→

私たちが誘惑に陥らないよう|「 、 ||を党まして析ることは、私たちの義務で

ある.

ぎとのないように
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